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性波の平低化 52.6%，以下陽性波の消失，持続時間
の延長，伝達性の欠除，等高性，頻発，発現時間の
遅延等である。
内圧曲線の特徴より本症をA型B型の 2型にわけ 
たが，これはレ線による分類と平行関係にあり，ま
た擢病期間，臨床症状との相関性も認められ，この
分類の妥当性を示すものである。
19.胃嚢自家移植ならびに同種移植による分泌楼
序の研究
研究生5年佐藤通
官の塩酸分泌機序がどのような神経性支配を受け
ているかを究明するために，神経の影響を完全に除
外した Preparationを創案，確立し，胃酸分泌機序
について種々知見を得た。
すなわち，同一犬に Heidenhain氏胃嚢， Gregory 
氏胃嚢を作り，さらに，主要血管である牌動静脈を
切断，細小血管吻合器で、頚部の血管と連結させた遊
離移植胃嚢を創案，作製し，各胃嚢の酸分泌を， 24 
時間採取および Pavlovの Stand実験による刺激
法で追求した。
また，同種ならびに自家遊離移植胃嚢を同時に同
一犬に作製し，両者における分泌について検討した。
神経が完全に除外された際に，胃酸分泌は，これ
までの不完全な方法よりも充進した，それは神経に
よる抑制が排除されたためと考える。
また個体固有の胃嚢でなくとも，それが同種の移
植胃嚢でも，この点は同様で、あった。 
20. Esophagocardiac junctionにまたがる癌腫
の臨床的，病理学的特異性に関する研究
研究生5年紅谷周
外科手術の進歩により食道癌，胃癌に対し積極的
根治手術が行なわれているが，下部食道噴門癌，特
に Esophagocardiacjunctionの癌に対してはこれ
を食道癌とするか，胃癌とするか，従来まちまちで
統計的にも混乱を来たしている。 
昭和 37年から 38年までに千葉大第2外科におけ
る下部食道噴門癌切除例 588例中， Junctionにまた
がるもの 300例について，臨床的ならびに病理組織
学的事項について検討・を加えた。これらの癌腫を肉
眼的中心部の位置により，食道側にあるもの EC，
移行部にあるもの C=E，胃側にあるもの CEとし
た。検討の結果をまとめてみると，①癌腫の中心の
占居部位は胃側に多くみられる。 ②主訴および病 
悩期聞からみて ECとCEには明らかに差が認めら
れ，それは ECは食道癌と，また CEは胃癌の主訴，
病悩期間と類似している。 ③組織学的基本型では
EC，C =E，CEの聞に移行がみられ， ECに類表皮
癌が多く， CEは腺癌が多い。④組織学的異型度浸
潤度では ECは CEに比し異型度，浸潤度ともに低
くなっている。⑤ CEの食道へのまた ECの胃への
浸潤形式に特異なものがみられる。すなわち， CEの 
食道への浸潤では粘膜内へ直接浸潤するものはみら
れなかったが， ECの胃への浸潤では類表皮癌の 2
例で直接粘膜へ浸潤しているものがみられた。
文献的にみても Junctionの癌の組織発生を決定
することは困難であり，それゆえ，この群を別の群
とする考え方もあり，今後なお Junctionの癌の特
殊性について研究したい。 
21.交叉熱電対による肝血流量の研究
研究生5年真家雅彦
肝実質循環と全身循環との相関性を検索するため
に交叉熱電対を応用し，基礎的研究として，実験的
にいわゆる昇圧剤と，肝流入血管の機械的閉塞によ
る影響について検討した。
実験対象としては成犬を用い， d-Tubocurarinに
て不動化し肝実質血流量および全身循環の示標とし
て股動脈圧および中心静脈圧を測定，同時記録し
た。
門脈の 2分間の 100%閉塞では，肝血流量は 36%
減少し，同時に股動脈圧は 30mmHg減少した。開
放とともに 1分以内で回復している。
肝動脈，門脈同時の 2分間の 100%閉塞では肝血
流量は 80%の減少，投動脈圧は 60mmHgの減少
を示し，開放とともに 1分以内に正常に戻っている。
アドレナリン・ノルアドレナリンはともに類似の
傾向を示し全身循環の改善とともに肝血流量は減少
を示す。カルニゲンでもほぼ同様の傾向が認められ
る。
20% Dx 1 g/kg投与では全身循環に変化なく，
肝血流量は 30%の増加を示し，約 10分間の持続が
みられた。
22.体外循環における Sludging現象の研究
一特に赤血球集落化の原因について一
研究生5年堀部治男
(国立千葉病院〉 
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血を bubblingすると凝血塊が生ずることからヒン
トを得，この酸化機構が気泡型肺とまったく同様で
ある点より，長時間体外循環を困難にする一因子と
なる血液の Sludging現象(赤血球の Intra vascular 
Aggregation)の解明に関し基礎的実験を行ないつ
ぎのような結論を得た。
1) siliconizeした試験管に Heparin加人血を
入れ O2を bubblingすると‘赤血球の集落化が起こ
り， CO2，N20負荷群にはこの傾向が弱い。
2) 生体と連絡することなく人工心肺(気泡型お
よび円板型〉を回転し， O2および CO2を負荷する
とO2負荷群に集落化がみられ，CO2負荷群にはほ
とんどみられない。 
3) 集落化血球を有する O2，処理血をー側腎動脈
へ注入すると，注入側腎還流量の減少および検鏡所
見で腎の梗塞巣を認めた。 
4) 犬を用いての生体濯流でも集落化が起こり，
同時に平均動脈圧上昇，腎還流量の減少，腎末梢血
管抵抗の増大を認めた。 
5) 脱 Fibrin血，洗糠血球，血清または血撲に
っき酸素負荷前後の交叉試験を行なうと， Fibrinの
有無にかかわらず凝集し，酸素泡沫刺激を受けた赤
血球とその共存液の 2'者が凝集に不可欠である。
6) 体外循環中にみられる赤血球集落化は非生理
的酸化法に由来する傷害赤血球の一種の謬着現象
で，血球遊出物と関係あると思える。 
7) 本現象の解消には Membraneoxygenator 
の完成が必要である。 
23. 胃直接加温法に関する研究
一特に胃下垂症に対する治疲効果について一
研究生5年川口幸夫
(海上自衛隊)
近年，胃冷凍法により，胃機能に対する物理的作
用の効果が注目されてきたが，胃直接加温の胃機能
におよぼす影響を観察し，さらに胃下垂症の治療法
として臨床的応用を試みた。
実験的には成犬を用い， 50度前後の温水を胃内パ
jレーン中に 30分"，-，60分濯流させ胃粘膜を直接加温
した。加温中，全身的には著変がみられず，胃内圧
曲線により，胃運動の允進を認めた。
加温後， 6週まで，胃液の量，酸度ともに増加し 
ており，また，胃粘膜組織所見により，加温の限界
は粘膜温度 45度以下であることを知った。
以上の実験より，胃加温法は胃分泌，運動機能を
允進させ，かっ全身的影響も無く，臨床的にも安全
に施行出来るものと考え，現在まで胃下垂症9例に
分の胃加温60分"，-，30度，44"，-43対し粘膜表面温度 
を実施した。 
加温中，軽度の体温上昇，胃部膨満感等をみるが，
特に副作用はなく，また加温前後の心電図，血液所 
見，肝，醇機能等にも異常を認めない。食欲不振，
便秘，胸やけ，膨満感，悪心等の臨床症状は大部分
軽快ないし消失し，また体重は 1例を除き，すべて 
の例で増加している。 胃液検査では 30分加温群で
分泌充進，60分加温群では抑制する傾向がみられる
が，試験液排地時間はともに短縮し，胃内容排出能
の増加を示している。
以上の事実より，本法は胃下垂症の治療法とし
て，外来でも容易に施行出来る点からも，価値ある
ものと考え，さらに症例を重ね，検討を続けるつも
りである。 
24. カラー・リ・スキャニングについての研究
大学院4年大川治夫
多くの臓器について RI面スキャニングは臨床的
に用いうる段階に達した。しかしなお感度，コント
ラスト等不十分な点が多く，対照度強調方式を必要 
とすることが多い。
ここに報告するのはシリコン太陽電池を用いた光
電式リスキャン法を発展させたカラーフォトリスキ
ャン法と Monochromeshort circuit T，V.法を
発展させた， Short Circuit Color T. V.法である。
これらはリスキャン像再生時にさらに対照度を強調
するために色彩別描写像を作る方法である。
カラーフォトリスキャン法においては，原図の白
黒の黒化度の変化を電気信号にかえ，これを色彩選
択信号に変換し，暗箱内にて光ビームと同期させて
移動させ，カラーフィ jレムあるいはカラーポラロイ
ドカメラを用いて撮影する。カラーポラロイドカメ
ラによる撮影法が完成し非常に簡便に行なえるよう
になった。
カラーテレビ法は撮像信号を 4段階に区別し， 4 
色の像としてカラーブラウン管上に受像する方法
で，非常に簡単に対照度を種々に変えてリスキャン
像の観察が行なえる。
l 脳，肺，肝，醇，骨髄等現段階においてスキャニ
ングのむつかしい臓器のスキャニング例において，
カラーリスキャン法の有用性を示した。
なおカラーフォトリスキャン法においては，原図
